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概要   

本稿では，ディジタル図曹館に関する取組について，米国を中心とする取組事例に基づき考察する．はじ  

めにディジタル図書館に関する基本的横能，基本的要件を述べ，次に自然科学・技術指向，社会科学指向，  

人文科学指向，マルチメディア情報といったディジタル図書館のタイプに関して考察し，情報の提供技術，  

情報の可視化技術，多言語文書技術等，技術的要素について述べる．最後に筆者自身の観点から全体的な  
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1．はじめに  

ディジタル図書館（DigitalLibrary，DL）は将来の世界情報基盤（GII）上での重要な応用であると認めら  

れ米国を始め世界の各国で研究・開発が進められている．DLは非常に大きな応用システムであり，また開  

発が進められているDIJについても分野毎の様々な特徴を持っている．そのため，Dlを実現するために  

解決しなければならない問題には，知的財産権問題をはじめとする社会制度的な問題以外に，全文データ，  

マルチメディアデータを指向した大規模分散データベース構築とその上での検索技術，多様なデータと多  

様な利用者のためのエーザインタフエース技術，マルチメディアデータを取り込み，対許し，提供するた  

めの自然言語技術や画像・音声認識技術，電子図書・文書を将来にわたって長期的に，また環境に応じて  

柔軟に利用できるようにするための電子文書技術，情報基盤に向いた新しい情報組織化技術など幅広い情  

報技術分野の問題が含まれる．   

以下本稿では，筆者が昨年来参加した国際会議，大学等での訪問調査，WWWを利用した調査尊から得  

たDLの研究・開発に関する知見を述べたい．筆者はこれまでに二つの論文［13】［14】でディジタル図香館  

に関する研究動向等を述べてきた．そのため，筆者自身のこれまでの論文に含まれているものについては  

できるだけ重複を避けて述べる．  

2．ディジタル図書館（DigitalLibrary）   

2．1図書館の基本機能からのDIJに関する考察   

圃専館の役割と機能】   

根本は図書館学研究者の観点からディジタル図書館について述べた【9】．DIJは情報基盤上で利用する図  

書館であるととらえることができる．従って，DLを実現するには，現在の図書館が持つ楔能を情報基盤  

上に実現しなければならない．図書館には，大学図書館，公共図書館，専門図書館等役割の異なるものが  

ある．また，図書館に所蔵される資料についても冊子体の図書や雑誌ばかりでなく，種々の文書資料，写  

真や絵i軋 図面，レコードやCD，ビデオテープ，マイクロフィルム，CD－ROM，オンラインデータベー  

スなど様々である．図書館は色々な側面を持つので，図書館が備えるべき機能を一言で言うことは難しい．  

本稿では図書館の役割を「情報と利用者を結び付けること」と定義しておく．またここで，「情報」は図書  

や資料そのものやその在りか，図書・資料に収められたデータ，データ間の関連や価値判断に基づくいわ  

ゆる情報，あるいはそれらを結び付けるための知識であるとする．   

従来開発されてきた図書館情報システムは，オンライン日録システム（OPAC‥OnlinePublicAccess  

Catalog）を中心とするものであり，これに加えて発注・受入などの管理業務のためのシステムが組み合わ  

されている．図書館の利用者はOPACで図書の所在を見つけ，その図書が配架されている書架に行って図  

書を見つけ，閲覧する．あるいはl冊子体やCD－ROM等で提供される索引・抄録を利用したり，図書館  

貞に尋ねたりして資料を見つけ，閲覧する．図書や・資料が他の図書館にしかない場合，資料のコピーや  

図書館間での貸し出しを依頼することもある．  

【図書館の所蔵資料と情報資源】   

図書館の所蔵物は以下のように大きく分けて1次資料と2次資料に分けることができる．またそれらの  

媒体も軌マイクロフィルム，CDをはじめとする種々の電子媒体と様々である．さらに蓄積されている  

資料は日々変化する．  

1次資料   

図書，雑誌，新聞，灰色文献，絵本，種々の冊子・資料等  
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音楽・音響資料，ビデオ資料，絵画，写真，地図等   

2次資料  

目録，索引・抄録，辞書・事典，シソーラス等  

非常に粗い言い方をすると，DI」はこれら（全て）をディジタル化しネットワークを介して利用者に提供し  

ょうとするものである．また，図書館の機能を考える上で図書鰯眉の果たす役割を忘れてはならない．DL  

においては，資料を収集し，目録や索引を作る資料の組織化，利用者からの質問に応じて資料や情報を探  

しだし提供するレファレンスサービス等図書館員の果たしている知的役割の重要性がより一層増すことは  

疑えない．また，図蕃館員自身のみならず利用者が情報アクセス技術を修得することを手助けすることも，  

より一層要求される機能であると思われる．   

DI」化することによってより多くの情報の中からより適切な情報を見つけだすことができるようになるの  

でなければDL化することの意味はない．そのため，1次情報のディジタル化に注意が向きがちであるが，  

DLをうまく機能させるには2次情報をいかに使いやすくするかが重要な課題である．たとえば，WWW  

上を歩き回っていろいろな情報を見て回ることは容易であり，種々のメタインデックスやディレクトリサー  

ビスを提供するサイトがあるのでいろいろなサイトの情報を見つけやすくなってきている．それでもなお  

提供サイトがわからない所望の情報をすばやく見つけだすことは容易ではない．そのため，システマテイツ  

クに利用できるよう組織化された2次情報を提供することが重要である．  

2．2ディジタル図書館によるサービス  

DI．に関する考察を進める上で，いくつかの基本的な話題をあげたい．  

［所蔵物のディジタル化】   

前節で述べたように，図書館の資料は大きく1次資料と2次資料に分けることができる．2次資料の中  

でも各図書館が作成する目録は既にディジタル化が進んでいるものであり，インターネットを介して利用  

できるものも少なくない．その他の2次資料については索引・抄録や事典・辞書，シソーラスなど，元々  

検索を目的として作られ，CDあるいはオンラインデータベースとして利用できるものも少なくない．1  

次資料に関しては，電子テキストとして作られた小数のもの以外は紙あるいはその他の媒体からディジタ  

ル化しなければならない．マイクロフィルムのように機械的にscan－inし，ディジタルデータ化することが  

容易なものもあるが，所蔵物の大部分を占める紙の印刷物はページ毎にscan－inするしかない．また，大  

きな判の資料，貴重書などscannerに適さない虻のはカメラで入力する必要がある．音楽やビデオ資料に  

ついてはアナログデータをディジタル化し圧縮して蓄積する必要がある．また，書誌的情報に加えて内容  

そのものに基づく奉呈上世吐（たとえば，ビデオデータの1カット毎の索引）が必要である・   
ディジタル図書館の開発は学術分野を中心として進められている．学術分野といっても自然科学・科学技  

術，社会科学，人文科学といった分野によって情報へのアクセス方法，要求される情報の形式の速いがあ  

るため，所蔵物のディジタル化といっても一棟ではないことに留意しなければならない．例えば，SCan－in  

した資料をページイメージで提供するか，あるいは電子テキスト化して提供するかは資料の性質，コスト  

等に応じて決められるべき問題である．また，人文科学分野ではテキストそのものが研尭対象となるので，  

OCRで入力しただけの検証されていないテキストは利用価値がないといった問題がある．  

【図書館サービスのディジタル環境への適応］   

図書館員は図書館の中で最も知的な情報資源であると言える．したがって，ディジタル図書館において  

も図書館員によるサービスを掟僕するための環境を整えなければならない．山本【17】によると電子図書館  

員が果たすべき役割を次のように述べている，  
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（1）環境とソフトの整備：ゲートウェイ  

（2）ネットワーク・リファレンス・サービス  

（3）ネットワーク読み聞かせ  

（4）情報創造・情報発倍   

をあげ，さらにリファレンスサービスとして   

（1）情報源アプローチへの協力：ネットワーク・ナビゲーション・パイロッテイング  

（2）検索への協力：コオペラティブ・サーチ  

く3）利用者の知識を生かす翻訳：コオペラティブ・トランスレーション  

（4）オンライン・ツールの使い方指導と探索結果の説明   

をあlデている。   

ディジタル図書館へのアクセスのしやすさも重要な要素であると言える．現在，米国では多くの大学図  

書館がWWWを介したアクセスパスを設け，図書館の案内や利用方法，コレクションの説明，OPACイ  

ンタフェースなどを設けている．今後，こうしたアクセスパスはますます充実していくと思われるが，そ  

こで起こり得る問題に次のようなものがある．  

（1）（WWWに共通の間克として）ネットワーク上での2次情報の組織化が難しく情報検索が難しい．  

（2）資料の識別，資料へのアクセス方法が不安定である．例えば，WWWを使っていると同じURLでア  

クセスしたにもかかわらずドキュメントの内容が変わっているということは日常的にある．  

（3）多国語対応の難しさ．図書館に蓄積されている資料は多様な言語で書かれている．ところ中富，多様な文  

字を表すための標準的な方法が確立されていない．そのため，例えば，OPACひとつをとっても日本から  

韓国あるいは台湾，中国の図書館にアクセスしてもいわゆる「文字イヒけ」のために本来のテキストを見る  

ことができない．これに類した問題として，異体字の間蓮，専門分野に依存する特殊な記号や文字の問題  

をあげることができる．  

［ドキュメントデリバリー］   

英国図書館のドキュメントサプライセンターのように世界中の利用者から依頼された資料をコピーし，  

郵送することを業務としているところもある．また，UnCover［UnCover］やAriel【Ariel］のようにイン  

ターネットを使って資料を検索し，見つけた資料を送付するものがある．これらはドキュメントデリバリー  

（Docnmen七Delivery）と呼ばれ学術文献の提供のために重要な役割を持っている．これらを一歩進め，閲読  

までをネットワークを介してつながったワークステーションとサーバ上で行うものが現われ，文献の検索か  

ら閲覧までの機能を捷供する「図書館」が作り出された．少し古くなるが，例えば，カーネギーメロン大学  

図書館が開発したLIS－ⅠⅠ（LibraryInformationSystemII，ProjectMercury）は書誌情報によって検索した  

文献のページイメージをキャンパスLANに接続されたワークステーション上で読むことができる．UCSF  

ではAT＆TのRightPagesの上にSpringer－V6rlag社の雑誌を載せたRedSageを開発した【RedSage】．ま  

た，EIsevier社は，TUL工P（TheUniversityLicensingProgram）において大学に対して自然科学分野の雑  

誌のページイメージ，書誌・抄録データ，およびOCR入力した（Uncorrectedな）本文テキストを提供し，  

いくつかの大学でそれに基づくキャンパスワイドなシステムが作られた．T肌IPの「優等生」であるミシ  

ギン大学は，TUL】判TUI．IP】のために開発したソフトウェアを利用して社会科学分野の雑誌記事を提供す  

るシステムJSTORの開発を進めている【JSTO鱒トドキュメントデリバリーは学術利用では最も基本的な  

機能と考えられる．そのため，学術情報センターのNACSIS－EもSをはじめとしてドキュメントデリバリー  

を基本棟能とするディジタル図書館システムが多く見られる．  

【知的財産権1  
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知的財産権はディジタル図書館を実現するうえで避けては通れない問題である．現在までに開発が進め  

られた，あるいは現在進められている多くのシステムの場合，プロジェクト毎に出版社等の了解を得て進  

めている．CD－ROMは安価であるため，広く普及しているがオンラインデータベースの場合，図書館の限  

られた予算の中では，高価なためそう簡単には購入できない．従来の図書館では資料の利用は原則的に無  

料であったが，ディジタル図書館上では資料の利用は有料になる可能性がある．その際には，いかに課金  

するか，いかに支払うかといったことが問題になる．いずれにしても，ネットワーク上での情報流通を進  

めていくうえで，知的財産権問題は社会制度として解決しなければならない問題である．  

3．ディジタル図書館に関する諸要素  

ディジタル図書館と一口に言ってもそれぞれが大きなシステムであり，かつ異なる所蔵対象，異なる利  

用者対象を持っている．そのため，ここではディジタル図書館の研究・開発に関連するいくつかの要素に  

ついて述べる．  

3．1ディジタル図書館のタイプ  

ディジタル図書館は対象とする分野，利用者によってその構成が大きく異なる．そのため，ディジタル  

図書館がどのような分野の資料を提供するのか，どのような利用者を対象とするのかといった，ディジタ  

ル図書館のタイプを考えておく必要がある．はじめに大きく分けて，コレクション対象によってDIJを文  

献と非文献に分けることができる．前者は図書，雑誌論文や灰色文献，種々のドキュメントを対象とする  

ものである．後者は写真や地図などの静止イメージ，音楽・音声・音響データ，およびビデオイメージヤア  

ニメーション等の動画（マルチメディア）イメージである．最も研究・開発が進んでいる学術情報の中で考  

えると，前者は自然科学（科学技術），社会科学，人文科学の各分野に分けることができる．自然科学（科  

学技術）分野には工学，医学，農学分野にさらに細分化して考えることもできるが，ここでは筆者の能力  

ゆえに自然科学一般としてまとめておきたい．米国においては医学，農学分野はそれぞれNI」M（National  

LibraryofMedicine），NAL（Na七ionalAgriculturalLibrary）が積極的に情報基盤上での情報流通を進めて  

いる▲ イギリスではFollettレポートに基づき，JISC（JointInformationSystemsCommittee）［JISC】が中  

心となって高等教育棟関の図書館と情報の環境の整備を進めている．  

【自然科学・技術分野】   

学術文献を対象とするディジタル図書館プロジェクトが最も多く，中でも自然科学分野を対象とするも  

のが多くある．少し古くなるが，カーネギーメロン大学図曹館のProjectMercuryにおいて開発された  

LIS－ⅠⅠ（LibraryInformationSystemII）では大容量記憶装置としてCD－ROMジュークボックスを利用し，  

雑誌記事のページイメージを格納し，書誌情報検索と抄録による全文検索を利用して文献を検索し，見つ  

けた文献のページイメージを画面上で読むものである．このシステムはCMUのキャンパスLAN上に構  

築されたものである．   

UCSFのRedSageは医学雑誌のページイメージを掟供しておりフルテキスト検索が可能である．また，  

ミシガン大学ではEIsevier社から提供された雑誌文献（T肌IP）のための索引・書誌情報たよる検索と全文  

検索機能を持つ検索システムを開発した【TULIP］．イリノイ大学のDLproject（Interspace）はIEEE等の雑  

誌のSGMLに基づく大規模なデータベースを作ろうとしている【UIUCトCNRI（Corpora七ion払rNa七ional  

Researchhitiatives［CNRI］）では有力な計算機学科を持つ大学と協力して計算機科学のテクニカルレポー  

トのDL（CSTR）の開発を進めている【CSTR］．（CNRIではD－1ibMagazine／D－1ibFbrum【Dqlib】でDL関  

連の話題を集めた記事，論文を提供している．）  
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エ科系の大学である英国のDeMon七払ー七大学では，大学自身によるもの，ヨーロッパの他の機関と共同  

で進めているものなどいくつかのDLprojec七を進めている【2トELINOR【1司は大学内の教育に利用する  

図書・資料を中心として蓄積したものでOCRを活用して蓄積した目次情報と資料甲ページイメージを持  

つ．利用者はOPACや目次を利用して所望のページを読むことができる．   

学術情報センターのNACSIS－ELSは学会誌の書誌情報に基づく検索とページイメージを提供している  

【1】．奈良先端科学技術大学院大学の図書館は科学技術分野の大学院大学であるという特徴を活かして，雑  

誌記事をディジタル化（ページイメージあるいはOCRで読み込んだテキスト）して提供する環境の構築  

を進めている国．   

自然科学分野の学術文献DLに共通にいえることは，学術文献を読むことのできる環境を提供すること  

が第1であり，そのためページイメージによる提供，全文テキストによる提供という提供形式はコストや  

文献が提供される形態等の環境に応じて決めれば良いという点である．そのため，TtJI」IPにおいて見られ  

るように，OCRで入力したテキストは（程度にもよるであろうが）誤りを含んでいても，記事を見つけた  

後ページイメージにアクセスすれば内容を理解することができるので，利用者が必要な情報を得るために  

は支障がない．また，自然科学分野では図表や写真が重要である．（特に）ページイメージを提供する場合  

には，画面サイズの制約から，紙に印刷された図表や写真の精度を十分には反映できないことがある．そ  

のため，高精度のイメ「ジを別に用意するなど図表・写真を見せるための工夫が必要である．  

【社会科学分野］   

筆者自身は社会科学分野のプロジェクトについて多くは知らない．ミシガン大学では社会科学分野の学  

術雑誌（経済学関係）を提供するJSTORを開発している【JSTO町 このシステム自身はTVIJIPで開発  

したシステムを別の分野の雑誌に適応したものである．WWWのViewer（Mosaic，Netscape）からアクセ  

スでき，雑誌の巻・号からのアクセス，全文検索によるアクセスを備えている．また，雑誌記事を読むと  

同時に社会科学関連のデータベースへのアクセスもWWWViewerから可能であるので記事を調べながら  

データベースから統計データを取り寄せるといったことが容易にできる．  

【人文科学分野］   

ミシガン大学のHuma．ni七iesTbxtInitiatives（HTI），ヴァージニア大学のElectronicTbxtCenter（ETC）  

他では人文科学分野の研究者のための電子テキストを蓄積している【HTI】【ETC】．人文科学分野の場合，テ  

キストそのものが研究対象となり得るので，正確に電子テキスト化されたテキストそのものが必要になる．  

そのため，自然科学分野の場合とは異なり，全文テキストを持つことが必要であり，かつテキストは正確で  

なけれぼならない．さらに，古文献を多く含むこと，多くの言語の文献を含むことといった特徴のため文字  

コードセットをいかにするかといった点も考慮しなければならない．たとえば，ETC，HTIではUnicodeも  

利用している．また，ヴァージニア大学のIATH（InitiativesforAdv弧CedTbchnologyintheHumanities）  

の多言語のエディタBabble（異なる言語の文書を並べて見ることができる）もUnicodeを利用している．   

電子化したテキストを将来にわたって長期的に利用するには，印刷形式に依存しない形式で文昏の構造を  

正確に記述することができなければならない．そのため，SGM上が用いられている．また，電子テキスト  

の共有を進めるにはメタデータの共有が必要であり，TEI（TbxtEncodingInitiative）【TEI］のもとにDTD  

の共有を進めている．また，プリンストン大学のCETH（CenterforElectronicTextsintheHumanities）  

が捷僕している電子テキストセンターのディレクトリのページで，多数の電子テキストセンター，および  

電子テキストプロジェクトを見つけることができる〔CET町   

人文科学分野では古昏・貴重書に直接触れることが重要であるといわれる．その観点からはディジタル  

化は無力であるが，一方，古書・貴重蓉を十分・な精度のイメージデータとしてディジタル化することによっ  

て世界中どこからでも貴重な文献にアクセスできることに加えて，画像処理の手法を利用した文献の研究  

に利用することができる．  
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［イメージ・マルチメディア］   

テキスト検索の場合，検索者が発する質問も書誌情報，抄録，全文と同様にコード化されたテキストで  

あるのに射し，イメージ検索の場合，検索質問に同質のイメージ（静止画，音，動画）を与えることは難  

しい．そのためイメージ情報の認識技術，音声認識技術，自然音語処理技術などに基づくシステムの開発  

が進められている．適用分野としては，航空写真や宇宙写真，動植物の写真やイラストなど地球環境情報  

のライブラリ，Ⅹ－12に代表される教育分野のためのビデオ情報のライブラリが代表であろう．   

航空写真のライブラリ，地図のライブラリ等静止画イメージを対象とするものがある．NS万一のDLプロ  

ジェクトの一つであるUCSBを中心とするAlexa．ndriaDigi七alLibraryは地図のライブラリのためにメタ  

データの定義を進めている【12】［UCSB］．UCBのEnvironmen七alDigitilLibraryはカリフォルニア州が持  

つ大量の環境データのD工ノの構築を進めており，そこには航空写真等のイメージ情報が含まれているⅣC町  

また，Pittsburgh大学のPromenadeではNALと協力して植物のイメージを含むデータベースを開発した  

【11］・電子技術総合研究所でもイメージ情報を利用した感性情報データベースの研究を進めている［6】．   

フランス国立図書館ではA11dio－VideoデータのDLを計画しており，Alldio－Videoデータの索引付けの  

自動化のためのツールの研究を行っている．NSFのDLプロジェクトの一つであるCMUのInformedia  

DigitalVideoLibraryでは放送局と協力し，ビデオソフトのライブラリの開発を進めている．これは自然  

言語処理や画像認識技術を用いてビデオ内容を組織化・蓄積し，検索を行うものである【16】【CMIJl．   

3．2FullTbx七vs．PageImage  

DLを実現する上で，図書や記事をページイメージで提供するのか，（SGML化した）全文テキストとし  

て捷供するのかは大きな問題である．雑誌を例にとって考えてみると，提供すべきデータには以下のもの  

がある．  

＊書誌情報に基づく検索のための情報   

巻・号毎  

表紙（のリスト）  

目次（のリスト）  

索引   

文献毎  

夕イトル  

著者  

巻・号・ページ  

抄録  

キーワード  

＊全文   

本文全文（PlainTbx七）   

図表・写真   

SGML化したテキスト（図表を含む）  

＊ページイメージ  

scan－inして作ったイメージ  
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画面にはいるサイズの精度のものと印字に適した高精度のもの   

ページ記述言語によるページイメージ（PostScript）   

前述した人文科学分野のように，テキストそのものが研究対象となる場合（たとえば，特定の単語が何  

回現われたか，単語がどのように変化していくかといった問題の場合），正確な全文テキストが要求される  

ことは明らかである．また，もともと電子出版することを意図したものの場合，ページイメージがなく全  

文データしかないものもある．一方，自然科学分野の場合のように，図表を含めて「記述を読むこと」が要  

求される場合，十分な精度で表された図表と共に，記述内容を読みやすいことが要求される．従って，テ  

キストデータがあることが望ましいことは言うまでもないが，遡及入力するような場合，入力コスト，利  

用方法等のtrade－0ぼによってページイメージのみを用意するか，ページイメージと全文データの両方を用  

意するか，あるいは全文データのみを用意するかについて決定すべきである．たとえば，1994年5月に  

Rutgers大学で開催されたワークショップDigi七alLibraries：Curren七Issuesにおいてミュンへン工科大学  
のR．Bayerは，広域利用の文献データベースOMNIS／Myriadでの経験からコストの点から（抄録の全  

文データ入力には）OCRを用いるべきであり，人手に頼るべきではないと言っていた．ISD工ノ95におけ  

るOCLCのT．Noreaultの講演ではSGMLとページイメージの比較を行い，その中でページ当たりのコ  

ストがSGMLで＄15，ページイメージで＄0．5と述べていた【10ト 日本語文献の場合，学術情報センターや  

奈良先端大，mによる経験の報告を待つ必要があるが，いずれにしても外囲（アルファベット圏）では  

scan－inの精度は300dpiで十分としていたが，400dpi（もしくはそれ以上）で入力しなければならない．  

3・3 UserInterfhce／Visuali2；ation   

多様な利用者が多様な情報にアクセスすることが前提となるDLにおいて，エーザインタフエースと情  

報の可視化技術は非常に重要な役割を持っていると考えられる．筆者自身は文献［14】においてこれらにつ  

いて多少述べたので，ここではそれ以後に得た知見を示すことにしたい．   

ADIノ95で講演のあったGalaxyシステムは統計的手法を利用して，与えられた語に関連する記事・文  

献を画面上に点として表し可視化するものである．（残念ながらADL，95の講演論文集には論文が含まれて  

おらず，詳細はわからない．昨年のⅤIST，94では同様に記事を空間的に可視化する同名のGalaxyが発表  

されているが，両者の関連については不明である．）   

UIUCのInterspaceprojec七はINSPECシソーラスの関連項目を見やすく表示するユーザインタフェー  

スの開発を進めている．これは画面上にシソーラスの項目を3次元的に表示するもので，画面上で検索の  

ための語を容易に見つけるための支援ツールとして有用である【5】．   

筆者等は協調作業支援システムを利用してGtTIを持つOPACを教えることに関する評価実験をした  

【3］［15】・その結果，図書館員（teacher）が被験者（student）のすぐ横にいて教える場合に比べて，協調作業  

支援ツールを用いたコミュニケーションのために対話時間は延びるものの，利用者による評価は良好であっ  

た・これはディジタル図書館の図書館長が協調作業支援ツールを介して遠隔地の利用者と対話しサービス  

することに関するposi七iveな評価データであると考えている．   

3．4ネットワーク上でのドキュメントの組織化  

WWW上で情報を探すときに目的の情報を提供しているホームページのURLがわからないと目的の情  

報を見つけだすことはなかなか難しい．Net－0rienteeringとでも呼ぶべきトレーニングが必要になるので  

はないかと感じる．ところが，頼りにすべきURもも意外に頼りにならない．ドキュメントがアップデート  

されて以前とは異なる内容を持つものになっても同じVRlの下に置かれるため，時間をおいてアクセス  
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した場合に以前見つけておいた情報を見失なってしまうということがたびたび生じる．印刷された図書・  

雑誌の場合にはアップデートが容易ではなく「参照先」が安定しているため「参照の記述」が倍額できる  

のに対し，URLは余り倍頼できない（特に時間の経過したものについては）．DIノ95ではURトWG（No七e）  

のL．Masin七erによる講演がありIden七i鮎ーについて考える場が設けられていた．たとえば，電話番号は国  

際的取り決めの下に個々の回線がユニークに識別でき，図書にはISBNがあり個々の図書をユニークに識  

別できる．URLは「番地」を一意に決めてはくれるが，その場所に置かれている文書は一意には決めてく  

れない．そのためネット上の個々のドキュメントを識別できないか，という期待を持つが現実には様々な  

問題があるようである（注）．   

図書館の立場からは資料を如何に組織化すれば効率良く蓄積・利用できるかが重要である．利用者ある  

いは図書館員自身が必要とする資料がいかに効率良く取り出せるかが問題である．その点ではネットワー  

ク上で提供される資料のメタ情報，すなわち情報の（特性に関する）記述を如何に作るかが問題である．  

たとえば，図書館の日録は，その図書館で所望の資料を見つけそれが何処にあるかを知るための情報であ  

り，その記述内容を決めるものがこの場合におけるメタ情報である．ネット上には様々な情報があるため  

メタ情報を決めることは難しい問題であると思われる．OCLCではNCSAと共同でMetada．七aWbrkshop  

を1995年3月に開催し，そこでtheDublinCoreMetadataElemen七Se七（略してDublinCore）と呼ぶ  

メタデータの原形を提案し，議論をはじめようとしている［OCLCト  

（注‥ URL（UniversalResourceLocator）を含むURI（UniversalResourceIdenti鮎r）に関する検討は  

IETF（In七ernetEngineeringT誠kFbrce）［IETF］の下のURIworkinggroupによって検討されてきた．URI  

における議論の対象にはURLのほかURN（UniversalResourceName：識別子），URC（UniversalResource  

Characteristics：参照のための特性記述）を検討してきた．rETFのURI－WGのホームページによると単一  

のWGで議論するには問題が広がり過ぎているという理由でWGをcloseしたとのことである（1aB七update  

Aug．23，1995）【U和い   

3．5 多言語環境  

WWW上では様々な国のホームページを見つけることができる．自分自身がその国の言語を理解でき  

ないことはしかたのないことであるが，各国の音譜で記述されたドキュメントを自分の画面に表示できな  

いことには大きな不満がのこる．WWWの多国語化については諌論がなされていることと思うので，ここ  

ではディジタル図書館から見た多言語環境の必要性について述べてみたい．   

もともと図書館には様々な国の言語で善かれた図書・資料，あるいは様々な国に関する図書・資料がある．  

従って，図書館情報システムは生来多国語情報を対象としたシステムである．目録情報だけをとってみて  

も多国語対応でなければならないことは明らかである．現在のシステムの場合は読み替え規則や外字によ  

る対応がなされている．この方法は単体システム，あるいは一棟なシステムでは通用するかもしれないが，  

世界に広がるネット上での情報流通の観点からは好ましいものとはいえない．たとえば，他国のOPACシ  

ステムをアクセスする場合，入力の形式はアルファベットによる代替が可能であっても，表示内容が文字  

化けして読めないということは避けなければならないことであると考える．1次情報に関しては，なおさ  

ら文字化けを避けなければならない．   

文字化けを避けるには，世界で通用するコード系とそれに対応するフォントを用意しなければならない．  

コード系に関して，筆者自身の観点からは，図曹館の蔵書には国内標準を作り上げる能力が十分ではない  

国の言語や，既に古語となっているため標準を決める国や機関がない言語も多く含まれることを念頭にお  

いてコード系を決めなければならないと考える．   

我々の研究室ではクライアント側にフォントを用意せず，ドキュメントを表示するために必要なフォン  

トだけをサーバからテキストと共にロードするHTML文書のブラウザの開発を進めている【7］［8】．ドキュ  
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メントが長くなってもそこに含まれる字種はそれほど増えない．従って，ドキュメントに含まれる字種の  
みのフォントをテキストと一緒に送っても転送データ量はドキュメントの長さに比例して増えることはな  

い．必要なフォントをテキストと一緒に送る方式では，これまでの経験からデータ量はテキストの長さの  

3ないし5倍程度である．  

3．6その他（Misce11aneo11S）   

従来の図書館の利用は基本的に無料であった．たとえば大学図書館の場合，学外からの利用者であって  
も無料で図書・資料を利用できる．一方，先に述べたドキュメントデリバリーや文献複写サービスは有償  

のサービスとして定着している．多くの資料が電子化されて提供されたとき，何が無料で何が有料なのか，  
どのようにして利用料を支払うのか，閲覧できる利用者（の資格）をどのように決めるのかといった問題  

がある．また，いわゆるElectronicCommerseが発展すれぼ，課金・支払のシステムに関してはそのイン  

フラストラクチャの上にDLも乗ることができるのかもしれない．たとえげ，UIUCのInterspaceproject  

ではどのように課金するか，といったDLの社会的要素に関する研究も進めている．   

ディジタル図書館を実際に運営していくことになったとき，ディジタル図書館の図書館長の（再）教育  

をいかに行うか，いかに図書・資料を管理してゆくかといった運営上の問題が現われてくると思われる．  

4．考察  

本章では，自分なりにこの1年間に得た知見に基づいて，現時点での全体的な考察ならびに印象を述べ  

てみたい．  

pl研究・開発の分野］   

一概にDLといってもいろいろな目的のものがあるので，ひとまとめに述べることは難しい．Dいま稔合  

技術であり，大量の情報を扱う応用システムである．そこで，ディジタル図書館を構成するために計算機  

技術に限らず広く情報技術の観点から重要な技術的要素を（当たり前すぎるものも多くあると思うが，敢  

て）挙げてみたい．   

大規模分散データベース技術  

高速ネットワークで結ばれた大規模データベースの応用分野   

情報組織化・情報検索技術  

（マルチメディア情報を含む）資料の電子化と索引付け  

全文検索，マルチメディア検索，内容（Conten七s－based）検索   

電子文普技術  

文書共有・流通のための標準化（SGML，ⅡyTime）  

マルチメディア文書技術   

メタ情報化（2次情報化）技術  

インターネット上の情報のためのメタ情報化技術  

情報源の同定技術（たとえばURユ）   

エーザインタフエース・情報の可視化  

文書・資料を探し出し閲読し，情報を得るための支援技術  
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利用者の要求を的確に導きだすための技術   

多言語文書・多言語情報  

各国のディジタル図書館の情報・資料にアクセスし閲読するための技術  

多言語文書の検索技術   

知的作業・協調作業の支援環境  

ネットワーク上でのレファレンスサービス，検索支援技術  

情報のフィードバック  

【DL環境－ミシガン大学】   

各所で様々なDLプロジェクトが進められているが，その中でミシガン大学の取り観みが非常に印象的  

であった．それはミシガン大学ではいくつものDLにかかわるプロジェクトが進められており，個々のプ  

ロジェクトが特色あるということに加えて，大学（コミュニティ）全体としてのディジタル図書館環境の  

向上を進めていることが興味深い・ミシガン大学のDi由七山LibraⅣInitiativesのホームページ【DIJI】から  

の抜粋を以下に示す．  

●Campus”GatewaytoInformationResources”  

ミシガン大学の数多くのWWWのページが捷供する情報を利用しやすくするため，形式や用語の統一  

をはかっている．  

●Humanitie＄TbxtInitiative  

人文科学分野の研究教育のための電子テキストを蓄積・提供している．  

●DissertationExpress  

VMIと協力して行っているもので，学位論文を迅速かつ安価に届けるサービス．  

● CoreJournals  

UMIと協力して行っているもので，囲専館のOPAC（MIm）と結ばれ，約600のコアジャーナルの  

記事をイメージとしてアクセスできるようにする．  

・JSTOR（JoumalStorageProject）  

社会科学分野の雑誌記事（10誌）の提供サービス．T肌IPで開発したソフトウェアを利用している．  

WWWからアクセスでき，記事の検索閲読ができる．  

Social Science Data Setsts 

WWWを利用して頻繁に利用される社会科学分野のデータベースへのアクセスを可能にする．  

●TULIP（TheUniversityLicensingProgram）  

EIsevier社から提供された雑誌記事の碇供サービス．WWWからアクセスでき，記事の検索閲読がで  

きる．  
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NSF Digital Library Projectct 

NSFから助成を受けて行っているディジタル図書館プロジェクト．地球・宇宙分野の情報を対象とし，  

エージェントモデルに基づく新しい大規模で開放的なシステムの構築を目指している．  

0 NewsreelJ11kebox  

VideoEncyclopediaoftheTwentiethCenturyをキャンパスネットワークを通して提供する・  

O Papyrology  

デューク大学，コロンビア大学とも共同して行っているものでパピルスのコレクションを提供する．  

●MakingofAmerica  

メロン財団がコーネル大学と共同して行っているアメリカの社会史に関する文献をディジタル化し広く  

アクセス可能にするプロジェクト．  

● M11SeumInforma．tion  

GettyArtHistoryInformationProgramが主催するMuseumEducationalSiteLicenseProjec七のテス  

トサイトとして選ばれており，講義における美術館情報の利用や課金方法ライセンスの提供方法などの研  

究を進める．  

● ElectronicReference Shelf  

SGML検索エンジンを利用し，ネットワークを介したreference用資料へのアクセスを提供する．  

●その他  

GeographicInforma．七ionSystems  

Universi七yPressCollaboration  

Breserves  

AcademicPublishingCenter  

【フルテキスト：SGMIJ】   

フルテキストを扱っているところは，当然ではあるかもしれないが「どこもかしこもSGM工J」という感  

じがする．既存の雑誌記事，論文等を遡及的にSGML化することは難しいかもしれないが，新たに出版す  

るものについてはSGMLlヒが強く望まれると感じる．それとともにDTDに基づく文書の標準化による文  

書の共有が必要であることを感じる．   

同じようにフルテキストといっても自然科学分野と人文科学分野で利用日的・方法が異なるため，電子  

テキストの役割が違うということを（当たり前のことではあるが）忘れてはならない．同様に，ページイ  

メージを提供するものは古く，フルテキスト（SGMLテキスト，HTMLテキスト）を提供するものの方が  

新しい，ということも言えない．（テキストは英語やローカルな言語以外の言語，すなわち多言語に対して  

弱い．）  

［多言語化の必要性］  
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外国に行ったとき，自分の機関のホームページを見せようと思っても文字化けしてしまって見せられな  

い，外国のホームページをアクセスしたが文字化けしてしまって表示できない，といったことをしばしば経  

験する．これは現在の計算機環境が多くの言語の文書を利用するようには作られていないためである．一  

般的なオフィスにいる利用者自身がいくつもの言語で文書を書く，あるいはホームページを作るというこ  

とは余りないかもしれない．しかしながら，ディジタル図書館という観点から考えると，1次資料には多  

様な言語で書かれたものがあり，それにともなって検索に利用する2次情報は多言語となる．これらを同  

じシステム上で同時に利用したいという要求は極めて基本的なものであり，実用的な観点からの解決が望  

まれる問題である．  

5．おわりに  

Mosaicの出現によりWWWを中心とするインターネット上の情報アクセス機能が非常に利用しやす  

く，また魅力的な情報の提供と利用が可能になった．現在もすさまじい勢いでインターネット上の情報が  

増えており，インターネットから情報を得ることが一般化した．しかしながら，WWW上の情報はダイナ  

ミックに変化しているので個人が書き留めることのできる範囲の情報（特にURL）はすぐに古くなってし  

まう．インターネット上での情報検索（現在は情報発見とでも言うほうが正確かもしれない）のためにい  

ろいろなMeta－indexあるいはDirectoryServiceが立ち上げられている．本稿を書くにあたってこうした  

サービスを介して見つけた情報も多く利用した．見方を変えると，既に自分自身がインターネット全体を  

仮想図書館として利用しているようである．  
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